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長

印

一地

純

…

川

|

問

白
河
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…

運

俸

は

保

険

料

と

国

庫

補

助

金

的

ぜ

…

年

v
一

国
民
舵
康
保
険
料
の
一
金
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
収
納
一
収
納
率
を
示
す
よ
う
ご
協
力
を
お

現

末

…

納

入
に
つ
い
て
は
、

一率
に
よ
っ
て
交
付
額
が
異
な
り、

一願
い
い
た
し
ま
す
。

一

一

パ

度

…

常
に
ご
留
患
を
煩
わ
一収
納
率
九
O
%
以
上
に
な
れ
ば
当

一国
保
財
政
は
、
保
険
料
と
、
国
か

同

年
一
し
、

お
障
を
も
っ
て

一市
の
場
合
約
白
万
円
の
増
加
に
な

一ら
の
補
助
金
で
ま
か
な
っ
て
い
る
加

毎
月
成
摘
は
向
上
し
、
八
一
ニ
%
の

一り、

当
市
国
保
財
政
は
あ
る
程
度
一
乙
と
を
重
ね
て
ど
承
知
く
だ
さ
る

和

収
納
率
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

一豊
か
に
な
り
ま
す
。

一ょ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

院

し
か
し

一
方
に
お
い
て
は
、
受
診
一し
た
が
っ
て
、
も
し
保
険
料
老
何

一な
お
二
月
末
の
各
地
区
別
の
収
納

率
の
上
昇
、

医
療
費
の
増
加
等
の

一か
の
都
合
に
よ
り
滞
納
し
て
い
る
一状
況
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

た
め
、
保
険
財
政
は
必
す
し
も
楽

一方
は
、

ぜ
ひ
一一一月
の
年
度
末
か
ら
一

(

保

険

衛

生

課

)

慨
を
許
さ
な
い
実
情
に
あ
り
ま
す
一
五
月
の
出
納
閉
鎖
時
ま
で
の
聞
に

ま
た
、
悶
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

一完
納
し
て
い
た
だ
き
一
O
O
%
の

r3月下旬号〕

国
保
の
牧
納
率
総
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古
町
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近
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市
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出
津
郷
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場

郷
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立
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院
袈
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一

新

憲

法

下

の

一

戸

籍

は

昭

和

二
十
三
一
夫
婦
中
心
」
の
新
一戸
籍
に
改
製
さ

ム
部
別
問
造
ブ
ロ
ッ
ク
一J

階
建

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
年
一
月
一
日
施
行
さ
れ
、
新
戸
籍
一れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

H
1、

一一一川
、
階
下
六

百

日

咳

に

か

か

ら

ぬ

よ

う

に

一

一

切

臨

時

日

誌

一日

明

日

時

間

一

ハ

長

十

台
数
八
一
p

d

初

日

か

ら

三

回

目

の

予

防

接

種

寸
「
家
」
を
基
準
に
、

一戸
主
章
一
改
を

そ

の
一戸
籍
の
内
容
に
よ
っ

ハ仏先
月

二
千
六
百
同

一心
に
銅
製
さ
れ
た
一戸
籍
は
、
「
旧
一
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
行
わ
れ

パ
人
川
口
佑
山
市
山
問
者
で
左
一筋
一一一
川
春
季
河
川
昭
、の
予
防
・接
種

一

巾
央
公
民

館

。

2
0
‘

一

法
に
よ
る
戸
籍
は
こ
れ
を
新
法
の
一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
改
製
後
は

の
条
件
そ
具
備
す
お
も
の
。

一を
次
の
日
削
で
行
い
ま
す
の
で
、
一

池
田
敬
老
院

3
月
別
日

一制
定
に
よ
る
戸
籍
と
み
な
す
。
但
一
従
来
の
旧
一
戸
絡
が
ニ
ツ
に
も
三
ツ

川
山
内
に
甘
所
立
た
は
勤
拘
場
所

一釘
一一間
終
了
行
は
お
忘
れ
な
く
接
一

市
立
病
院

4
月
1
日

一し
新
法
施
.1
没
卜
年
を
経
過
し
た
一
に
も
分
解
さ
れ
て
、
自
分
の
戸
籍

府
守
し
~
所
た
の心
不
ほ
お
よ
び

一日
じ
て
く
だ
さ
い
。

一

竹
松
出
張
所
。

1

9

一
と
き
は
旧
法
め
制
定
に
よ
る
戸
絡
一
勝
本
を
見
て
幣
く
万
も
あ
る
か
と

数人山
為
支
払
「
前
山
荘
有
す
る

一仏
間
判
合
は

一
人
当
り
三
十
円。

一

松
原

9

9

1

0

一は
新
法
に
よ
っ

て
こ
れ
を
改
製
し
一
思
い
ま
す
の
で
、
分
矧
別
改
製
内

も
の

。

一

実

抑

境

問

実

施

期

日

一

福
重

9

3
月
白
日

一な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
戸
籍
法
一
容
に
つ
い
て
若
干
お
知
ら
せ
し
ま

ω羽
仁
問
問
し
よ
う
と
す
る
利
政

一

一二
日
山
阪
所

4
月
1
日

一

堂
瀬

6

9

m

日

一第
一
二
八
条
)
と
い
う
規
定
に
よ
一

す。

が

あ

る

乙

と

。

約

一

則

。

。

実

施
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
ゴ
碍
一
っ
て
本
年
四
月
一
日
か
ら
同
う
一ニ

一

改

製

し

な

い

も

の

川
政
付
で
定
め
る
一北地中

ω収
入

の

市

役

所

ま

で

。

(

保

険

衛

生

課

)

一カ
年
聞
に
一
切
の
旧
一
戸
籍
簿
は
「
一
省
令
第
四
条
一
戸
絡
筆
頭
者
だ
け
の

ホナ

4 3 
月月
525 
日日

まか
でら

庁
、
百
円
古
町
及
び
松
並
に
建
設
中
の

d

，

公
営
住
宅
入
居
者
を
次
の
要
領
で

公
募
し
ま
す
。

古
町
ア

卜
大
村
市
乾
馬

H汗利'133 5f. 3月20日

入
居
者
を
募
集

あ
る
者
。

毎
月
の
収
入
合
計
か
ら
扶
穂
親

族

一
人
に
つ
き
千
円
を
控
除
し

た
額
が
家
賃
の
六
倍

(
一
万
五

千
六
百
円
)
以
上
三
万
二
千
円

以
下
で
あ
る
乙
と
。

ム
央
官
時
期
間
及
び
申
込
場
所

3 
// 

。
1 
0 

三
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
五
日

ま
で
。

大
村
市
鶴
設
課

ム
抽
せ
ん
日
時
及
び
場
所

四
月
十
日
午
後

一
時

大
村
市
役
所

ム
入
居
予
定
日

四
月
二
十
日

災
害
公
営
住
宅

(
松
並
住
宅
)

ム
種
別

建
ム
一戸
数

ム
家
賃

ム
入
居

七
月

住
宅

月
の一

人

一 一一一tft二調重fT-定乞 亙額 二|lh牧3入」豆累二計3額-j末牧一平納]雨-率~ 
大付 19.135 5.101.355 14.767 4.130.395 80.96% 72.00% 

西大村 20.499 4.799.670 15.107 3.728 875 77.69 

竹松 9.064 2.498.030 6.876 ~ . 017.570 80.77 70.17 

査瀬 5.287 1.518.345 4.403 1. 314.840 86.59 83.74 

福重 4.980 1.676.370 4.353 1. 530 .095 91.27 88.15 I 

松原 5.097 1.476.815 4.324 1.294.935 87.68 74.92 

鈴 田 4.120 1.339.680 3.524 1.198.715 89.47 82.99 

三浦 2.942 896.980 2.585 817.875 91.18 

合計 71.125 19.3J7.275 55.939 16.日33.300 83.05 74.部

咽
聞
か
ら
新
戸
籍
に
改
製

戸
籍
簿
も
夫
婦
中
心
に

一
四

畑
五
畝
二
十
五
歩
外
十
七

一

畑
一

反
歩

一

歩
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畔

一

⑬

誠

訪

郷

字

野

口

一

、

二

王

九

番

一

一
⑬
平
小
川
郷
字
東
楠
二
九
二
審

一

口

畑

九

畝

歩

一

m・
日

土

地

、

家

屋

な

ど

一

畑
八
畝
二
十
四
歩

一祭
路
口
郷
六
六
六
番
の

一
四
家一

市
税
滞
納
に
よ
る
差
押
財
産
を
次
一
安
易
字
木
小
路
一
二
二
番
の

一⑪
諏
訪
郷
宇
藤
ノ
川
六
七

七

話

一

屋
帯
号
同
郷
七
九
審
木
造
瓦
一

の
と
お
り
公
売
に
付
し
ま
ず
か
ら
一
八
宅
地
三
十
四
坪
九
合
三
勺
一

一
回
二
畝
二
十
九
歩
外
三
渉

一

葺
平
家
間
純
一
棟
、
建
坪
二
十
一

賞
受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
印

一
室
忌
郎
字
今

f三
三
番
の
二一

陛
畔

I

て
一
一

坪

一

鍛
持
参
の
上
ど
室
く
だ
さ
い
。
一
畑
札
一
一
十
六
ト
一
⑫
襲

撃

警

は

一

、
七
二
九

一

付
属
、
木
造
瓦
野
二
階
建
住
之

今
か
ら
八
十
年
前
の
明
治
十
一
年

ム
公
売
日
時
昭
和
三
十
三
年
三
一
⑦
四
ノ
郷
字
駄
盗
人
一一、
O
四
二
一

番
目
四
畝
凶
歩

一

旬

、
建
坪
十
九
坪
外
二
階
十
一

三
月
二
十
五
日
東
京
都
京
橋
区
木

月

二

十

八

日

午

後

二

時

一

審

畑

六

畝

十

一

歩

一

霊

読

書

本
松
六
二
五
替
の

一

E
土

一

挽

町

の

実

害

問
が
日
本
で
初

Am売
場
所

大
村
市
役
所
税
務
一
四
ノ
郷
霊

山
一一
、
一
五一

審

一

ト

型

自

主

五
番

一

出
片
山
内
野
霊
祭
一
一
め
て
電
灯
を
つ
け
ま
し
た
。

一

畑
四
畝
八
歩

一

畑
一

反

歩

一

幻

並

松

郷

三

三
三
番
の
二

重

一
「
光
輝
燦
然
、
白
昼
の
如
く
大
い

ム
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札
一
四
ノ
郷
字
鋭
山
一一
、
三
九
審
一⑬

議
郷
字
百
本
松
八

三

番

一

帯

号
同
郷

一
四
七
番
の
四
木
造
一に一

同
の
明
芝
陣
せ
り
」
と
記

d
刊

誌

は

入

札

義

一

畑

三

畝

十

七

歩

一

畑
五
畝
二
十
五
歩

一

瓦

雲

住

金

罪

一一
十

一

月

日

計

日

前

日

十

日

比

ム
代
金
納
付
方
法

即
納

一

話

郷

町

村

一
、

O

四

日

明

日

諸

君

一

一喜

一

一

坪

岡

崎

同

同

務

課

)
7同
時
に
、
新
し
い
灯
台

対

す

A
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は
県
知

夏

場
郷
字
苧
堀
手
六
五
三
番
第
一審

ノ
原
郷
宇
中
江
五
じ
六
番

一

遇

訳

案

内

の

試

験

一

ι望
と
沼
気
に
対
ず
お
議

事
の
発
す
る
適
格
証
明
書
を
有
7
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三
三
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一

一
と
カ

一
時
に
萌
え
出
て
、
そ
の
後

す
る
。

一

5
口

氏

~

回

車

の

育

己

目

淡

一一
一一年
度
通
訳
者
業
試
験
(
英
・
一
で
は
わ
た
し
た
ち
に
な
く
て
は
な

一

0
4

・

元

首

ゴ

E
ノ

キ

誠

一仏
・
西
閉山
)
が
次
の
と
お
り
実
施
一
ら
な
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ム

公

売

物

件

一

一

一

、

一

峡

写

会

も

、

中

央

公

民

館

で

一さ
れ
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一

と
の
一一一月
二
十
五
日
を
わ
が
国
で

実
村
市
竹
松
郷
字
宮
小
墜
/
四
一

一β
試
験

昭
和
三
十
三
年
四
月
三
は
電
気
記
念
星
定
め
て
い
ま
す

O
番
イ

畑
一
畝
ニ
士
享
一
長
崎
日
日
新
聞
社
主
催
、
県
衛
星

一

午
後
一
時
l
一ニ
時
育
児
相
談

一

十
日
福
岡
市
平
丘
町
福
岡
中
央
一
と
の
記
念
早
迎
え
る
に
す
、

察

本

町
四
二
八
番
の
二

宅
地
一部
後
援
の
育
児
相
談
巡
回
車
に
よ

一

三
時
五
時
映
師
会
(
妊
婦

一

高
等
学
校
、
他
七
カ
所
一
わ
た
く
し
た
ち
は
い
ま
一
度
安

百

七

坪

一

る

買

相

談

が

次

の

と

お

り

行

わ

一

の

屋

、
育
児
に
つ
い
て
)

一ム
受
験
資
格
及
び
試
験
の
程
度
万
一
伺
難
さ
を
思
い
浮
べ
、

電
気
に

①
一
ノ
郷
字
南
七
O
ゴ
蕃
の
一
一
れ
ま
す
の
で
、
多
数
相
談
に
お
い
一A
担
当
医
師

長
崎
大
学
医
学
部

一

受
験
資
格
は
学
陸
、
年
令
、
性
一感
謝
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

回

一

反

二

十

一

二

歩

一

で

く

だ

さ

い

。

一

小

児

科

担

当
医
師

一

別
に
よ
る
制
限
は
な
い
。
試
験
一

(
九
市
大
村

立

高

)

④
一二
ノ
郷
吉
野
五
四

番

田

ニ

ム
日
時
、

場
所

一
ニ
月
二
十
五
日
一
余
震
大
村
保
健
話
当

一

は
時
期
大
学
卒
業
程

度

。

一

l

i

-

-

反

十

八

歩

一

巾

央

公

害

一

(

大

器

禁

)

一な
お
く
わ
し
い
と
と
は
市
商
工
水
一

)

)

1
1
t
i
l
l
i
l
t
-
!
i
l
l
i
t
-
-
1
1
i
f
I
l
l
i
-
-
!
一産
課
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。
一

問

月

初

日

者
。
筆
頭
者
と
そ
の
妻
だ
け
の
者
一
親
だ
け
が
一戸籍一聞
か
ら
抜
け
て
母

一で
元
の
戸
籍
に
残
る。

し
か
も
子

一

(
尚
工
水
産
課
)一

λ

(

筆
頭
者
と
妻
と
独
身
の
子
供
だ
け
一ま
た
は
父
親
の
新
戸
絡
が
出
来、

一供
が
二
人
以
上
お
れ
ば

一
人
ず
つ

一

1

1

1

1

1
1

1

一

一

.
m釦
却

出

の
者
。
筆
頭
者
と
そ
の
独
身
の
子
一
叔
父
、

哲
夫
婦
と
母
親
が
あ
り
一
の
一戸
籍
に
な
り
手
。

一

金

烏

勅

章

所

持

一

い

川

(

供
だ
け
の
者
。
配
偶
者
と
義
主
本
人
が
独
身
の
場
合
は
、

宮

本

7
4た
本
人
夫
婦
と
叔
父
と
叔
母
が

一

午

一

ト

開

μ

土

m金

け
の
者
。
の
戸
籍
は
改
警

要

レ

一人
、
叔
父
夫
婦
の
ニ
ツ
に
分
解
さ

一間

三
戸
籍
に
入
っ
て
い
る
場
合
は

一

者

は

中

出

を

一

-

(

ま
せ
ん
。

一れ
、
祖
母
、
祖
父
は
別
に
一
人
だ

一本
人
夫
帰

一組
、
叔
父
、
叔
母
は

一長
崎
県
南
祁
功
友
会
支
部

(支
部
一

が

引

時

幻

術

分

か

れ

る

戸

籍

一け
の
一戸籍
と
り
つ
よ
う
に
な
り
ま

一
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
一戸
籍
に
な
り
、

一畏
佐
々
野
達
比
)
で
は
、
日
清
、

一

省
令
第
五
条
戸
籍
筆
頭
者
以
外
の
一
す
。

一
両
親
の
い
な
い
兄
弟
姉
妹
は
戸抑制

一円
鰐
戦
争
以
来
名
門
役
等
で
金
到
一

3

月

者
で
配
偶
者
の
あ
る
者
。
配
偶
者
一
ま
た
7

謀
議
ち
て
い
な
い
場
一
面
で
は
別
々
の
戸
籍
と
な
り
、
職

一惑

を

賜
有

終

身

2
5一

1

l

i

l

-

-

と
独
身
の
子
供
が
あ
る
者
。
独
身
一合
は
、
親
子
の
関
係
で
一
戸
籍
が
出
一
権
を
も
っ
て
一戸
絡
を
改
製
す
る
よ

一さ
れ
て
い
た
者
(
上
海
裂

ま
で

一

室

震

圏

、

窃

議

会

の
子

(
い
わ
ゆ
る
私
生
児
)
の
あ
一来

る

。

一

う

に

な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一)
、
賜
金
や
授
与
さ
れ
て
い
た
者
一

る
者
。
独
身
の
祖
母
ま
た
は
祖
父
一少
し
複
雑
な
も
の
を
取
上
ぐ
れ
ば
一
な
お
旧
民
法
奥
行
当
時
、
婿
護
子
一
(支
那
事
変

「
ノ
モ
ハ
ツ
」
)
で
一
大
村
市
の
茶
業
振
興
を
は
か
る
た

の
あ
る
者
。
父
母
の
な
い
独
身
の

一饗
子
縁
組
の
場
合
の
如
き
、
養
子
一
縁
組
婚
姻
、
叉
は
入
夫
婚
姻
し
た

一現
在
生
存
し
て
い
る
者
お
よ
び
終
一め
次
の
と
お
り
協
議
会

公
売
お
知
ら
せ

光
輝
燦
然
幼

年

級、

年
金
証
啓
番
号、

功
記
番

号
、
氏
名
、
生
年
月
日
。

(
庶
務
課
)

初
日
は
電
気
記
念
日



県
下
の
桜
の
名
一
諏
訪
八
区
町
内
畑
山
踊
六
会
(
昼
一

ん

一よ
っ
て
徐
行
す
る
な
ど
、
と
れ
に
一
行
者
も
、
そ
の
進
行
を
知
っ
た
一
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
通
行
車
馬
一
ム

，

7
日
米
一
斗

一
升
、
東

所
と
し
て
知
ら
一
〉
大
川
神
社
、
夜
本
町
二
丁
目
)
一
せ

一進
路
義
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
一
ら
で
き
る
限
り
道
路
の
端
に
寄

一
や
歩
行
者
も
そ
の
緊
急
生
を
知
つ

一
ト
一
一
一
一
一
袋
、
密
柑
六
四
個
、
餅

り

日

れ

る
大
村
、

一
一
一
マ
イ
リ
ザ
神
社
お
み
こ
レ
仰
下
一
昨

消

防

・

救

急

・
警

察

自

動

車

な

ど

ヲ
。

7、
い
よ
い
よ
接
近
し
て
き
た
一
て
お
り
な
が
ら
、
兵

引

一

笠

松

原

婦

人

会

つ

同

位

前

日

一

日

村

山

川

前

日

早

一

恥

緊
急
自
動
耶
と
は
消
防
白
一う
に

「
サ
イ
レ
ン
」
議
旬
、

一

一

刻

を

争

う

消

防

車

一

U
H許
認

見

守

一

九

六

時

間

勾

閥

均

一

ム

十

目

弘

一

一

、
0
0
0円

、

ま

月

議

致

し
よ
う
一
雄
問
」
計
十
門
下
訴
訟
、

一

て

動

車
、
慧
自
動
刷
、
笠

mの
前
部
に
「
亦
色
灯
二

伺
以

一

し
か
し
消
防
自
動
車
の
場
合
は

一最
近
市
内
に
お
い
て
も
火
災
等
の
百
停
止
が
励
行
さ
れ
な
い
場
合
が
一
分

7
日
金

一
O
O円
、
松
原

3
4と

、
観
光
協
会
一
ブ
謀
富
市
川
室
長
、

一

し

紫
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
一
主
取
り
付
け
て
赤
色
灯
を
点
灯

一

道
路
上

2
2
2一

た
め
消
防
自
動
車
な
ど
の
山
動
が
一多
く
、

記
事
つ
現
場
到
着
と
一
林
カ
ナ

機

J
、
尚
工
会
議
一
位
)

一
ず
に
緊
急
刑
務
に
従
軍
し

τサ
イ
レ
ン
高

eて
進
行
す

一

1

1
1

1

1

1

i

l

l

一そ
の
後
の
活
動
に
支
障
を
お
き
一
ム

0
7日
金

一
O
O円
、
松

制

日

昨
日
丸
山
一
ム

J
U
M
M
M

刊
誌
hら
日

間

取

れ

れ

一る

2
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

p
総

の

ま

ち

グ

を

作

ろ

う

一

計

民

間

伝

子

1
p一O
O
円
、
松

彩
2
が
一一一
月
一一
十

五

一

談

合

戦

(E公
民
館
)

一ら
法
令
に
よ
っ
て
罪
組
長

一

緊

急

車

に

は

一

己

2林

や

募

金

運

動

よ

ど

一

僅

か

の

時

間

と

し

か

思

わ

れ

訂

せ

一

原
七
山
ト
シ

多

月

日
か
-h
四
月
十

一

市
内
有
志
出
成
排
附
公
演
(
政
一認
め
ら
れ
て
お
り
玄
す
。

一

道

路

を

譲

る

一

一一一日

J

7

7
の
で
、
例
え
現
場
の
道
路
が
ど

7
0
7日
餅
一
一
一
一
貫
一
一

0
0

多

3
五
日
ま
で
繰
り
一

E
円
)

一

ζ
れ
ら
も
消
防
自
動
車
の
火
災
一

一昭
和
二
十
六
年
か
ら
全
国
的
に
緑
一

A
記
念
造
林
市
有
林
一
雲
に
一
う
な
っ
て
い
て
も
、
消
防
自
動
車
一
波
佐

見
町
婦
人
会

…

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
一
ム
9
円
雌
間
金
一
両
…
議
公
凶

(
一

現
場
出
動
ゃ
、
災
住
の
た
め
の
一
緊
急
自
動
車
が
サ
イ
レ
ン
者
嶋

一化
運
動
が
実
施
さ
れ
、

悶
主
の
保
一
杉
の
記
念
造
林
を
実
施
一
や
そ
の
他
の
緊
急
自
動
車
の
進
行
一ム
ク

8
日

金

五

O
O円
、
餅

一

な
次
期
刷
中
の

一
昼
大
村
神
社
、
従
本
町
二
丁
目
一

応
急
作
業
、
緊
急
輸
送
、
犯
耕
一
ら
し
赤
色
灯
を
つ
け
て
進
行
し

一金
、

資
源
造
成
の
飢
点
か
皇
竺
ム
環
境
の
緑
化
街
路
、
庭
園
、一

を
知
っ
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
一

沢
山
、
川
棚
町
婦
人
会

行
事
は
次
の
と
二
大
村
神
社
お
み
と
し
お
上
り
一

捜
査
等
緊
急
用
務
に
つ
く
羽
合

一

て
き
た
場
合
は
一
般
の
自
閥
単

一思
加
の
立
警
な
ら
び
に
章
一

公
悶
遊
盟
な
ど
の
緑
化
一
露
の
端
に
寄
り
、
い
よ
い
よ
接
一ム

0

8
日

小

一旦
一
升
、
餅
、

勺
i

(

尚

工

法

3
-ム

ロ
日
西
尾
話
新
作
発
表
公
前
一

の
み
で
、
そ
の
用
指
定
っ
て

一

や
そ
の
仙

の

葉
、
自
転
車
は

一の
緑
化
の
努
め
て
来
ま
し
た
が
、
一
ム
線
の
認
募
金
目
標
五
本
一
近
し
た
場
合
は
長
停
止
し
て
、
一

軍
井
田
郷
五
七
四
梶
原
エ
ツ
子

会

易

日

l
4
月
4
日

出

旦

(昼
大
村
神
社
、
成
本
町
二
丁
一
の
帰
り
道
な
ど
、
緊
急
の
必
要
一

こ
れ
に
泌
凶
暴
る
た
め
、
さ

皆

さ
ん
方
の
ど
協
力
に
よ
リ
年
々

一
の
募
金
を
実
施
一
と
れ
を
通
過
さ
せ
る
よ
う
市
民
の

一ム

o
n日
金
一
、

六
O
O円

子
敵
紹
大
会
問
待
付
者
の
市
大
一

目
)

一

が
認
め
ら
れ
な
い
協
合
は
と
う
て

χ
点
で
は
菱
点
外
に一

巳
停

↑郷
土
の
緑
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
一
術
路
樹
、

公
闘
な
ど
の
立
木
は
一
皆
様
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
一
雑
誌
二
一
町
、
西
大
村
婦
人
会

売
出
し

(実

悪

会

)

一ム
日
日
大
村
神
社
玉
枝
(
夜
)

一

し
た
震
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

車
し
て
こ
れ
を
通
過
さ
せ
る
乙

一今
年
金
二
月
百
か
ら
四
月
十
日
一
手
折
ら
な
い
で
、

育

て

ま

し

ょ

一

(

大

村

葉

署

)
一
令

官
餅
ニ
袋
(
大
)
、

ム
5
日
流
行
歌
手
松
山

恵
子
歌
謡
一
命
日
商
工
会
議
所
、
建

議

一

サ

イ

レ

ン

鳴

ら

し

て

一

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一ま
で
緑
化
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
で
つ
o

(

農
林
課
)一

一

チ
リ
恒
一
三
束
、
雑
誌
二
九
冊

室

長

一一
回
実
公
民
竺
安
運
動
大
会
市
民
グ
ラ
ン
ド
ニ

一

る
の
他
の
場
所
で
は
一
号
車
の

一ま
す
が
、
大
村
市
で
は
期
間
中
次
一

l

i

l

i

-

-

「

|

|

|

|

|

一

実

婦

人

会

念
日
大
村
東
響
首
位
競
一
ム

3
2日
i
4
月
日
日
闘
芸
高
一

車

に

赤

色

灯

一説
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
用

一の
乙
と
を
行

い

ま

す

の

で

、

き

一

敬

老

院

へ

寄

贈

一

E
EZB=i
一
ム

o
u日
米
六
升
、
餅
沢
山

柱
、
い
沼
円
以
沼
田
、
十
一
校
温
室
開
放
見
学

一緊
急
自
動
車
は
誰
に
も
わ
か
る
よ
一務
の
佐
賀
に
鑑
み
一
時
道
路
端
に
一ん

の

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

一

一

ム

o

襟
巻
三
二
枚
、

知
事
一
菓
子
一
箱
、
一
一
一
浦
婦
人
会

』

ミ

、

2
1
1
一

(

詑

-mlお・
1
敬
称
略
)
一

四

阿

竹

次

郎

一

警
察
官
を
大
別
す
る
と
、
内
勤
と
一
か
ら
四
名
の
郵
政
菅
が
そ
れ
ぞ
れ
一ら
す
警
察
官
の
巡
問
途
巾
存
利
用
一
間
住
し
、
村
落
の

一
員
と
し
て
の

一

蓮
結
箱
の
利
用
も

一

昨

一

一

ム
。

口

日
飴
玉
一
五
袋
、
せ

外
勤
察
官
に
分
け
る
こ
と
が
で
一
受
持
区
を
も
っ
て
百
お
き
に
ニ
了
て
用
件
を
す
ま
す
よ
う
に
し
て
一
言
え
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
o

一ま
た
大
村
市
内
の
部
落
の

2色

合

月

3
円

雑
誌
ニ

L出
津
一
ム

お

金

一一一
、
二
O
O
円
、

一
ん
ぺ
い
ニ
カ
ン
、
並
議
長
崎

一

一

昨

日

間

一

地

帯

主

一

一

位

計

へ
ど

一

日

開

閉

即

時

一諮

問

一

ム
一

一

判

明

(

小

)

一

ム

一

一

一

一

一

一

里

山

町

一

一

一

一

宮

一
¥
t

ヨ

ト

¥
1、
一
う
ぞ

一

、

し

一

ム

1

雑
丸一

冊、

杭
出

緊
急
車
は
優
先
通
行

(二)(第168号)りよアゴ政市村大昭和 33年 3月20日

不
在
の
と
き
は

用
件
承
り
簿
に

な
お
駐
在
所
に
は
、
家
族
が一

緒
に
住
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

も
し
警
察
官
が
不
在
で
あ
っ
て

も
、
家
族
に
よ
っ
て
応
急
措
置

が
と
れ
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
お

り
ま
す
が、
一
用
件
承
り
縛
」
が

備
え
つ
け
て
あ
り
ま
ず
か
ら
活

用
し
て
願
い
ご
と
が
早
く
処
理

さ
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

ヘ
住
民
登
録
場
所
・
世
帯
主
氏
名

・
/

出
生
r

続
柄
・出
生
者
氏
名
・同
出
生
年
月
日
順
)
3
月
四
日

i
M日

ム
乾
馬
場
郷
古
町
五
区
六

一
八
号
艶
永
健
二
女
の
畏
女
大
富

山川紀

子

昭
お・

2
・幻

ム
県
木
郷
八
四
回
中
村
佐
市
養
子
の
二
男
康
広

2
・
n

ム
三
の
郷
二
六
ニ

山
口
吉
作

一
二
男
の
三
女
節
子

2
-
M

ム
木
場
郷
二
二

O
三
の
一
江
崎
作

一
畏
男
の
二
女
ト
モ
子

2
-
M
 

ム
木
場
郷
一
五
四
六
山
川
定
治
長
男
邦
夫

2
・
U

ム
一
ノ
郷
同

一
三

井
手
紙

二
男
真
一
郎

2
-m

ム
古
町
第

一市
営
住
宅
十
九
守
護
村
白
雄

二
女

孝

子

2
・

つ白つ中

ム
版
口
郷
一

O
五
一
の
五

山
口
サ
ヨ
長
男
の
長
女
幸
子

2

n
b
 

ワ』

ム

小
路
口
郷
二
九
九
松
村
司

二
男

真

一

2
・お

ム
今
村
郷
七
八
三
中
嶋
順
市
長
男
の
二
男
叉
一
郎

2
-
m

ム
品
川一以
郷
五
六
一
石
川
泊
典
長
女
由
美
子

3
・
2

ム
品
川
川船…郷
七
二
五
桃
問
末
太
郎
長
男
敏
郎

2
・
M

ム
久
原
郷
一
二
六
九
久
松
省
三
長
男

弘
之

2
・
mm

ム
荒
瀬
郷
一
一

O
八
安
磁
正
雄
四
女
孝
子

3
・
7

ム
車
場
郷
五
八
八
問
中
文
一
昇
、男
の
長
男
研
太
郎

3
・
1

ム
乾
馬
場
郷
五
九
五
真
弓
拭
之
長
男
英
之

3
・
5

ム

松
山
郷
五
五
凶
の
一
森
永
辰
男
二
男
通
夫

3
・
1

ム

池
問
郷
五

一二

川
副
紋
成
長
男
の
三
女
孝
子

3
・
2

ム
中
国
十
一
郷

一
ニ
O
O

渡
辺
伝
重
二
男
の
長
男
霊
領

3
・
2

ム
久
原
郷
四
O
二

本
田
正
人
四
男
勝
禿

3
・
9

ム
久
原
郷
ニ

O
七
い
旧
附
遺
児
長
女
栄
子

3
・
2

ム
中
岳
郷
五
三
三
森
口
昭
次
郎
長
男
の
長
女
直
子

3
・
4

ム
諏
訪
第
凶
庶
民
住
宅
六
号
辻
回
政
勝
二
男
修
二

2
・
m

ム
荒
瀬
郷
一ニ
O
二
い

古
川
彦
市
饗
子
の
三
女
和
美

2
・
m

ム
原
口
住
宅
丁
三
一
号
瀞
上
健
一
畏
男
政
史

3
・ロ

死
亡
へ
住
民
登
録
の
場
所

・
世
帯
主
の
氏
名

・
続
柄
J
3
月
日
日

/
死
亡
者
氏
名
・同
年
令
・
悶
死
亡
年
月
日
の
順
、

1
M日

A

中
岳
郷
ニ

O
O
四

四

川
初

市

本

人

初

市

五

五

才

悶

泊

-
q
u

・q
3

A

蔭
平
郷
四
六
の
一

山
本
作
成
本
人
作
蔵
六
八
才

3
・

つd

A

徳
泉
川
内
郷
八
二
一点
久
田
松
山
川
雄
四
女
美
代
子

O
才

qu

・F
D

A

並
松
郷
一
一

O

浜
崎
弘
太
郎
本
人
世
太
郎
六
四
才

3

-

A官

A

池
田
九
区
三
六
八
号
坂
田
光
正
本
人
光
正
三
八
才

3

-
F
D
 

A

水
回
一
区
甲
三
一
号
百
武
繁
母

キ
ク
八
五
才

3
・
5

企

荒
瀬
郷
三
二
六
開
田
準
母
シ
ナ
七
回
才

3
・
6

A

古
町
六
区
七
四
有
一
号
佐
藤
久
夫
父
寅
一
七
八
才

3
・

ハ
O

A

池
田
九
区
三
二
四
号
吉
村
喜
八
母
タ
マ
六
九
才

3
・

Q
d
 

A

富
ノ
原
郷
二
一
三
四

佐
藤
常
明
母
マ
サ
八
ニ
才

3
・

q
G
 

唱

i

A

久
原
郷
四
九

一

森
藤
次
本
人
藤
次
七
二
才

3
・
u

A

古
町
六
区
五
O
八
号
福
富
彦
次
郎
本
人
彦
次
郎
七
三
才

3
・日

企
小
路
口
郷
五
九
二

q
h
 

柳
本
秋
美
長
男

議
雄
二
六
才

3 


